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根室

中標津町、別海町、
標津町、標茶町にま
たがる格子状（こう
しじょう）防風林は宇
宙からも見える「緑
のグリッド」といわ
れています

根釧台地の
格子状防風林

宇宙からも見える
「緑のグリッド」

https://www.hokkaidoisan.org/nakashibetsu_bohurin.html

防風林は中標津町、標津町、別海町、
標茶町にまたがり、総延長は約648km
になるそうです

根釧台地の格子模様は巨大な防風林です。
緑のグリッドともいわれます。

明治時代に原生林を切り開き
き、180m幅の林帯を3,300ｍ間隔で
配置されました。

標津町

中標津町

雪の根釧台地

別海町

標茶町
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位置情報
43.3085, 145.0402

https://kitoikiru.com/2021/08/07/shinrin/

樹冠被覆率（じゅかんひふくりつ）

枝や葉の茂っている樹木
を真上から見下ろした状
態で、地表面に対する樹
木の割合

閉鎖林（へいさりん）とは

札幌管区気象台は、2月4日17:00別海町の日最深
積は61cmと発表しています。2月2日にはセンチネ
ル２Cが雪景色の根釧台地（こんせんだいち）周辺を観測
していました。雪の下はどのような様子なのかなと
イメージがふくらみます。 ① ①-2
コペルニクスブラウザは、地表面の状態を23種類

に分類したレイヤーを表示できます。（分析年次不明）
選択した場所のデータを考察する背景情報を多くす
ることができます。 ③ ①-3
明治時代に造林された防風林は風害による農作物

の乾燥や倒伏を防ぐほか、夏には霧を消す効果、冬
は風害を防いでいますが、役割は時代とともに変化
しているようです、防風林の樹種も変化しています。
造林されている樹種は、冬になると葉を落とすカ
ラマツが多いようです。1年中緑色の葉を持つトド
マツや、アカエゾマツがその次に多いようです。
フォルスカラーで落葉を確認してみることが

できます。②-3 ①-4

❶例えば、
2025年2月2日を
データ表示

❷ タップ

❸ タップ

❹「Global…」タップ

Global Land Cover
世界の土地被覆（とちひふく）

①-3

土地被覆凡例
（23種の一部）

③

落葉広葉樹

常緑広葉樹
疎林（そりん）

●閉鎖林
落葉広葉樹

●閉鎖林
常緑広葉樹

●耕作地
●人工構造物
●草本植物

①-4②-3フォルスカラー フォルスカラー

一辺の長さを測ってみよう
方位を確かめよう

防風林はどのあたりま
で広がっているのかな

防風林の観光ポスターでよく
取り上げられている場所です

カラマツ（落葉針葉樹）
トドマツ・アカエゾマツ
（常緑針葉樹）です。①-
3では、広葉樹と示され
ています。「世界の土地
被覆」レイヤーはもっと
確かめる必要があります
が、銀世界を興味深く探
ることができそうです

https://www.hokkaidoisan.org/nakashibetsu_bohurin.html
https://kitoikiru.com/2021/08/07/shinrin/

